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将来の深宇宙探査や軌道間の大量物資輸送

のためには従来にない長寿命動作可能な電気

推進機が必要である。我々の研究グループで

は、長寿命の推進機の開発を目指したHEAT

（Helicon Electrodeless Advanced Thruster）プロ

ジェクトを遂行している[1]。HEATでは高周波

電力を用いてプラズマの生成と加速を独立に

行うことを想定している。プラズマ生成部に

は発散磁場配置を用いたヘリコンプラズマを

採用している。プラズマ加速には複数の方式

が提案されており、JAXAではリサージュ加速

方式[2]を採用している。推進機の開発に必要

な性能（比推力と効率）評価のためには推力

計測が必須となる。これまでにマッハプロー

ブを用いたプラズマ流速を用いて推力の推定

値を得る試みや、電磁推力のみの計測が行わ

れているが、推進機が発生する全推力を計測

した例はない。そこでJAXAでは実験室モデル

[図. 1(a)]の開発と性能評価を行っている。 

本報告では、開発した実験室モデルと推力

計測装置を用いた予備的実験を報告する。得

られた性能は、推力 2.1±0.5 mN、効率（推力

パワー/投入パワー）0.16±0.1 % である。この

時の投入パワーはプラズマ生成用が1.4 kW、

加速用が 0.13 kWであった。一方、加速パワ

ーなしの場合は推力  1.9±0.5 mN、効率 

0.17±0.1 % であり、投入パワーはプラズマ生

成用 1.2 kW であった。ここで、推力の誤差

は較正に起因するので絶対値に対するもので

あり、加速パワー投入による推力増大は有意

である。ただし効率が低下していることから

加速が効果的ではなかったことが推測される。 

本報告では、計測した推進機性能と理論推

力モデルとの比較を示す。特に本実験はリサ

ージュ加速の最適条件ではなかったため、理

論推力モデルを用いて今後の性能向上の方針

について報告する。 
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図. 1. (a) リサージュ加速実験室モデル概念図、(b) プ

ラズマ放電（z 軸上流から撮影）。投入 RF 電力（周波

数）はプラズマ生成用 1.4 kW（9.5 MHz）, 加速用 0.13 

kW（13.56 MHz）。推進剤はアルゴンガスを 0.89 mg/s

で定常に流した。 
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